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第 1 章 ( r社会言語学と日本の方言研究J )では，まず，新しい社会言語学の方法の枠組みを提示する





第 2章 ( r地域社会の言語行動J )では，北陸の一地域社会(越中五箇山郷)をモデルケースとして十
年間隔で行っているリーグ戦(話し手・話し相手組み合わせ総当たり)式全数調査でのデータに基づいで，
社会構造の変化と言語行動の変化の相関を詳しく検討している。その内容について瞥見すると，まず，乙
の地での敬語行動は 2 0 代を境に大きく分かれるが， 2 0 代以上の大人の世界では，伝統的な各家の格，
家族内での地位によって待遇表現形式の使い分けが規定される乙と，そして，乙れは，家族同士，親戚同







節・第 4節)。さらには，言語行動の“規範"の動態を跡付けし傍 5 節・第 6 節) ，新形式受容のプロ
セスにおいて，その形式の運用の仕方が地域社会の成員それぞれの社会的属性とどのように関係している
か悔ついて，詳細に検討している(第 7 節)。なお，第 8節では，地域社会におけることばの場面による
‘“きりかえ"の具体例を報告し，あわせて，日本語の待遇表現に関する各種要素の機能的な現れ方の一般
的な傾向について考察している。
第 3章( r地域社会の語棄の社会的諸相J )では，戦後の語集研究の流れを概観し(第 1 節) ，その上に
立って，方言語棄の相互対照・比較のためには，意味上の側面，音形上の側面，文体上の側面の 3 つの視
点が特に重要であることを指摘し舗 2節) ，地域言語における語葉体系の記述例( r気象J 語棄の場合，
「親族J 語棄の場合 「職業j 語葉の場合)を示すとともに語葉の部分体系の対照研究のモデルを呈示
する(第 3 節)。そして，さらには，地域社会における語葉の機能的運用をめぐっての社会的諸相を多様
な角度から分析している(第 4 節)。
第 4章 ( r地域社会の言語変化J )では，地域社会での言語変化をめぐって，地域差・年齢差などを軸
として，語葉，語法，語音，そしてアクセント lζ関する，各地でのさまざまな事象を取り上げて，その動
態のパタンを綿密に分析するとともに，変化のメカニズムを総合的に考察している。第 1 節では，越中五
箇山郷における連体格としての「のJ と「がJ 両助詞の待遇表現上の区別の動態が扱われ，第 2 節では，


















ずる新しい方言体系を neo-dialec t と称すべき乙とを提唱し 特に関西圏の場合を事例としてさまざま
に検討を加えている。
第 6章 ( r.言語習得と地域社会J )では，言語習得にかかわる使用語集と理解語葉の問題点を検討し
(第 1 節) ，一個人の理解語棄の量的な発達の様相を，品詞論的範時，および意味的範時ごとに具体的に
考察している(第 2 節)。また 個人の言語使用の変化を地域社会の言語の変選とからめて動的に記述し
ている(第 3 節)。


































本研究は，筆者の 2 2 年の歳月をかけた綿密な調査によって裏づけられたものであり，そのスケールの
大きさには追随を許さないものがある。本論文におけるそれぞれのジャンルでの成果は，いずれも日本
の社会言語学的研究の水準を高めた点で貴重なものであるが，そうであれば乙そ，今後の研究課題として
さらに望みたい点も存在する。それは，まず，本論文での事例の多くが，いわば属性論的な立場からの要
素的言語変種運用の研究に範囲が限られている乙とについてである。言うまでもなく 言語はまずコミュ
ニケーションのなかでその機能を発揮する。しかし，言語の機能は伝達に限らない。談話など，より大き
な言語単位に着目し，言語の機能を広くとらえ，人と人との間でのいわゆる対人行動を，総合的にとらえ
なおす姿勢が是非とも必要であろう。また 人間の一般的認知能力との関係で言語理解を考える乙とも将
来の重要な観点となると思われるが，本論文ではそうした面に触れると乙ろがなかった。しかし，もちろ
ん，乙れらの点は望萄というべきものであって，自ら研究を推進する力を持つ筆者の将来に期待すべく，
けっして本論文の価値を損ねるものではない。
以上のように，本論文は，すぐれた学問的業績であり，今後に予想される研究の新しい展開に指針を与
えるものとして，文学博士の学位を授与するに十分な価値を有するものと認定する。
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